
•	「知識及び技能」
読書が知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに役立つと理解できる。
•	「言語活動」
学校図書館などを利用して、多様な情報を得て考えたことなどを、「はがき新聞」に書いて報
告する。

教材：「本を読むことのおもしろさ」（「現代の国語２」三省堂）
作家の「小川洋子」さんが「本との出会い」について書いた教材文を読む。

紹介されているのは「アンネの日記」である。
著者が小説家を志すきっかけにもなった「アンネの日記」の紹介とともに、

読書の持つ力、影響力などについて、生徒に考えさせる。
その後で自分たちも学校図書館を利用して本を読み、

「はがき新聞」の形で本の紹介をして読書に興味を持たせたい。

私の読書体験「本を読むことのおもしろさ」より
本を読むことのおもしろさを感じ取り、
「はがき新聞」を書いて本の紹介をしよう

指導のねらい

教材の対象 ▶ 中学2年生 国語〈先生向け〉

→次のページに続く

本を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを広げ確かなものにすること。
Ａ‥‥「はがき新聞」に本のあらすじをしっかり書いていて、読んだ人が内容をよく理解できる。
Ｂ‥‥本の内容をよく理解して、自分の考えを広げることができる。

※「主体的に学習に取り組む態度」
「はがき新聞」を人が読みやすいように、工夫して文章やイラストなどを書いている。

評価の例

時間配分
（目安)

日頃の読書活動を振り返り、読書の効用につ
いて理解し、読書を通じて自分の考えを確か
なものにしていくことが大切である。

スピーチだけより「はがき新聞」を掲示する
ことにより、長い時間本の紹介を読めるので
生徒が他の作品に興味を持ちやすい。

学校図書館を利用することで、読書のきっか
けを与えるようにする。

学びを広げるポイント
◆前時までの取り組み
•	教科書の教材を学ぶ
•	学校図書館で本を選び、読んでおく

������60分

◆本時の内容
①導入（課題の説明）� ������5分
②はがき新聞の作り方の説明� ��5分
③はがき新聞の制作�������30分
④振り返り・交流� �������10分
グループ、クラスで出来上がった
「はがき新聞」をお互いに読み合い
本を紹介したり感想を述べていく。
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教材の対象 ▶ 中学2年生 国語〈生徒向け〉
私の読書体験「本を読むことのおもしろさ」より
本を読むことのおもしろさを感じ取り、「はがき新聞」を書いて本の紹介をしよう



最後まで書くことが望ましいですが、
余白が残った場合、絵を描いてもかま
いません。

章や絵が書けたら、枠などに色を
塗って完成させます。自分が紹介する本のテーマを考えて

「見出し」を書きましょう。

作家の「小川洋子」さんが「本との出会い」について書いた
教材 を読みましょう。また著者が作家を志すきっかけにもなった

「アンネの日記」についても調べ、読書の持つ影響力やすばらしさに
ついて考えましょう。その後で自分たちも学校図書館を利用して本を

読み、「はがき新聞」の形でお気に入りの本の紹介をしましょう。

私の読書体験「本を読むことのおもしろさ」より

本を読むことのおもしろさを感じ取り、
「はがき新聞」を書いて本の紹介をしよう

1

2

3

4

教材の対象 ▶ 中学2年生 国語〈生徒向け〉

教材：「本を読むことのおもしろさ」（「現代の国語２」三省堂）

レイアウトの例を参考にして、新聞の
大まかなレイアウトを決めましょう。

枠に定規などを って線を引いていき
ましょう。

タイトル（本の名前）を書き、発行者
の欄に名前を書きましょう。
（名前は横書きです）

必ず、本を読んだ自分の感想を書きま
しょう。

はがき新聞の作り方

鉛筆（下書き用）、消しゴム、ボールペン（黒色）、ペン（黒色）、色鉛筆、
水性ペン、定規など

準備するもの

5

本のあらすじを書いていきましょう。

7

8

9

6

「見出し」は最後に書いても構いませ
んが最初に見出しのスペースを取りま
しょう。

→次のページに続きます。



新
聞
名

見
出
し

本
の
あ
ら
す
じ

を
書
い
て
い
く
。

印
象
に
残
っ
た

言
葉
な
ど
を
書

い
て
も
よ
い
。

必
ず
自
分
の
感

想
を
書
く
よ
う

に
。
内
容
に
関

す
る
イ
ラ
ス
ト

を
描
い
て
も
よ

い
。

作成者
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教材の対象 ▶ 中学2年生 国語〈生徒向け〉
私の読書体験「本を読むことのおもしろさ」より
本を読むことのおもしろさを感じ取り、「はがき新聞」を書いて本の紹介をしよう

題字の新聞名は「本の題名」でもよい。

書けたはがき新聞は、グループやクラスでお互いに見て共有します。
掲示しますので、ゆっくり読んで、気になった作品があれば、学 図書館で読
んでみましょう。

学びを広げるポイント


